
10 月 8日の秋晴れの体育の日、市民福祉センターにおいて「みずなみ福祉まつり」が開催されまし

た。福祉まつりは福祉活動について市民の理解を深め、より良い地域づくりについて考えるイベントです。

当日は各施設等の関係者やボランティア団体の方々による様々な催しが開催され、来場した人々は楽し

い一日を過ごしていました。
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平
成
30
年
８
月
29
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、
承
認
案
件
１
件
、
条
例
案
件
２
件
、

そ
の
他
の
案
件
８
件
、
人
事
案
件
２
件
、
予

算
案
件
２
件
、
認
定
案
件
８
件
、
議
員
発
議

に
よ
る
意
見
書
１
件
で
す
。
主
な
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
委
員
会
で
の
審
議

内
容
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
に
、
議
決
結
果
は
14

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

●
瑞
浪
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
第
54
号
】

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
う
、
家
庭
的
保

育
事
業
等
に
お
け
る
代
替
保
育
及
び
食
事

提
供
の
特
例
の
規
定
を
改
め
る
た
め
の
所

要
の
改
正

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
【
議
第
55
号
】

防
火
対
象
物
の
重
大
な
消
防
法
令
違
反
の

内
容
を
公
表
す
る
規
定
を
設
け
る
た
め
の

所
要
の
改
正

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て【
議
第
56
号
】

西
半
入
道
・
西
定
線
を
新
た
に
市
道
と
し

て
認
定

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て【
議
第
57
号
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て【
議
第
58
号
】

天
徳
線
の
路
線
区
間
変
更
に
伴
い
、
同
線

の
廃
止
及
び
認
定

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
【
議
第
59
号

〜
議
第
63
号
】

道
路
の
適
切
な
維
持
・
管
理
を
行
う
た
め
、

中
入
洞
１
号
線
か
ら
中
入
洞
５
号
線
ま
で

の
５
路
線
を
新
た
に
市
道
と
し
て
認
定

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る
空
調
設
備
の
設
置
促

進
に
向
け
た
財
政
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て【
発
議
第
３
号
】

瑞
浪
市
議
会
は
、
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
促
進
に
向
け
た
財
政
支
援
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
、
10
月
１
日
付
け
で
国
に
送
付
し
た
。

条
例
案
件

そ
の
他
の
案
件

（
意
見
書
）

9月

定
例
会
概
要

９
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間
委
員
会
を
開
催
し
、
補
正
予
算
及
び
決
算
を

慎
重
に
審
議
を
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

地
震
等
の
災
害
時
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
の
撤
去
促
進
を
図
る
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

主
な
質
疑

　

撤
去
に
、
国
や
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
活
用
で
き
な
い
か
。

　

緊
急
性
の
あ
る
事
業
の
た
め
、
先
ず
は
一
般
財
源
で
撤
去
を
行
う
。
今
後
、
国

の
補
助
等
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

猛
暑
対
策
と
し
て
、
全
て
の
小
中
学
校
に
空
調
（
エ
ア
コ
ン
）
を
設
置
す
る

た
め
、
空
調
設
備
工
事
の
設
計
を
委
託
す
る
。

主
な
質
疑

　

い
つ
設
置
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
設
備
か
。

　

設
置
は
、
全
て
の
小
中
学
校
で
同
時
期
に
で
き
る
限
り
早
く
一
斉
に
行
う
。
設

備
の
仕
様
は
各
学
校
の
構
造
や
エ
ア
コ
ン
の
設
置
数
な
ど
を
踏
ま
え
、
設
計
の
段
階

で
考
え
て
い
く
。

　

市
内
の
道
路
維
持
管
理
や
災
害
時
で
の
消
防
活
動
を
促
進

す
る
た
め
に
ド
ロ
ー
ン
を
２
基
導
入
す
る
。

主
な
質
疑

　

ど
の
よ
う
に
導
入
し
活
用
す
る
の
か
。

　

豪
雨
や
地
震
等
に
伴
い
被
災
現
場
の
状
況
を
迅
速
に
調
査
し
復
旧
に
活
用
す
る
。

操
縦
資
格
が
必
要
な
た
め
、
土
木
課
職
員
と
消
防
署
職
員
一
名
ず
つ
資
格
取
得
の
た

め
研
修
会
に
参
加
す
る
。
農
林
の
災
害
に
も
対
応
す
る
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
活
用

し
て
い
く
。

平
成
30
年
度　

補
正
予
算

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
補
助

エ
ア
コ
ン
の
設
置

ド
ロ
ー
ン
を
導
入

予
算
決
算
委
員
会
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一
般
会
計
・
５
特
別
会
計

歳
入
総
額
…
…
２
４
９
億
９
，５
６
９
万
円

歳
出
総
額
…
…
２
３
６
億
１
，５
２
５
万
円

実
質
収
支
額
…
…
１
２
億
９
，２
６
２
万
円

水
道
事
業
会
計
（
収
益
的
収
支
の
み
掲
載
）

歳
入
総
額
…
…
…
１
０
億
９
，０
３
８
万
円

歳
出
総
額
…
…
…
１
０
億
７
，６
０
６
万
円

下
水
道
事
業
会
計（
収
益
的
収
支
の
み
掲
載
）

歳
入
総
額
…
…
…
１
１
億
５
，４
８
７
万
円

歳
出
総
額
…
…
…
１
１
億
１
，０
１
５
万
円

歳
入
歳
出
の
決
算
額
は
そ
れ
ぞ
れ
１
６
８

億
９
８
５
万
円
、
１
５
８
億
６
，５
６
６
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
歳
入
が
０・１
％
の
増
、

歳
出
が
０・２
％
の
減
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

市
税
（
４
９
億
６
，５
０
２
万
円
）
を
は

じ
め
と
す
る
自
主
財
源
は
全
体
の
43
・
８
％
、

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
等
の
依
存
財
源

は
56
・
２
％
と
な
っ
た
。

主
な
事
業
は
、
防
災
体
制
の
強
化
と
し
て

本
庁
舎
耐
震
補
強
事
業
、
庁
舎
長
寿
命
化
事

業
費
の
合
計
額
は
繰
り
越
し
分
も
含
め
４
億

３
，１
９
３
万
円
。

子
育
て
環
境
の
整
備
と
し
て
、
稲
津
幼
児

園
大
規
模
改
修
事
業
に
７
，９
８
５
万
円
。

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
、
瑞
浪
北
中
学

校
施
設
整
備
事
業
に
５
億
６
，３
５
３
万
円

が
投
じ
ら
れ
た
。

公
債
費
（
借
入
金
返
済
）
は
１
５
億
８
，

７
２
８
万
円（
歳
出
の
10・０
％
）で
あ
っ
た
。

市
債
残
高
は
１
３
４
億
９
，０
２
１
万
円
で

前
年
度
と
比
較
し
、３・５
％
の
増
と
な
っ
た
。

　

瑞
浪
市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
高

齢
者
地
域
見
守
り
業
務
を
委
託
し
た
。

主
な
質
疑

　

長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
業
務
委
託

で
は
な
く
活
動
助
成
金
の
対
象
業
務
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
は
、
活
動
助

成
金
50
万
円
を
毎
年
度
交
付
し
て
い
る
。
こ

れ
と
は
別
に
、
高
齢
者
へ
の
声
掛
け
や
行
政

が
お
願
い
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
の
業
務

を
委
託
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
委
託
業
務
に

つ
い
て
も
助
成
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
今
後
の
検
討
事
項
と
す
る
。

　

高
校
生
の
市
内
企
業
へ
の
就
職
を

促
す
た
め
に
開
催
し
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
や
雇
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
行

な
っ
た
。

主
な
質
疑

　

説
明
会
の
Ｐ
Ｒ
、
参
加
状
況
及
び
今

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
東
濃
・

可
児
エ
リ
ア
の
各
高
等
学
校
に
配
布
し
た
。

　

来
場
者
１
０
０
名
中
、
59
名
の
高
校
生
が

参
加
し
た
。
高
校
生
に
対
す
る
企
業
Ｐ
Ｒ
の

絶
好
の
機
会
と
捉
え
今
後
も
継
続
し
て
開
催

す
る
。　

電
気
牧
柵
の
設
置
補
助
や
有
害
鳥

獣
捕
獲
を
実
施
し
た
。

主
な
質
疑

　

捕
獲
報
奨
金
の
見
直
し
は
行
わ
れ
た
か
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
報
奨
金
は
１
頭
当

た
り
８
，０
０
０
円
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30

年
度
よ
り
鹿
と
同
様
の
１
万
円
と
し
た
。

　

略
式
代
執
行
に
よ
る
特
定
空
家
等
の

除
却
工
事
や
対
策
協
議
会
の
開
催
等
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑

　

特
定
空
家
の
除
却
後
の
状
況
と
除
却

費
用
の
回
収
は
ど
の
よ
う
か
。

　

陶
町
地
内
の
特
定
空
家
の
除
却
を
行

い
現
在
は
更
地
に
な
っ
て
い
る
。
除
却
に
係

る
契
約
額
は
合
計
５
９
８
万
８
，０
０
０
円

で
あ
り
、
市
費
で
除
却
を
行
な
っ
た
。

　

瑞
浪
北
中
学
校
の
施
設
を
整
備
す
る
。

主
な
質
疑

　

校
舎
と
体
育
館
は
い
つ
解
体
す
る
の
か
。

　

平
成
32
年
度
に
着
工
し
、
そ
の
年
度

内
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　

市
民
の
健
康
維
持
を
促
進
す
る
た

め
に
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
康
診
査
や
、
ぎ
ふ
・

さ
わ
や
か
口
腔
健
診
を
実
施
し
た
。

主
な
質
疑

　

健
康
診
査
、
口
腔
健
診
の
県
平
均
受

診
率
と
の
比
較
は
ど
の
よ
う
か
。

　

健
康
診
査
は
県
平
均
が
21
・
８
％
で

本
市
が
13
・
４
％
、
口
腔
健
診
は
県
平
均
が

５
・
２
％
で
本
市
３
・
３
％
で
あ
り
、
ど
ち

ら
も
県
の
平
均
よ
り
低
い
状
況
で
あ
る
。

平
成
29
年
度 

瑞
浪
市
決
算
を
認
定

平
成
29
年
度
決
算
審
査

長
寿
ク
ラ
ブ
へ
業
務
委
託

企
業
説
明
会
を
開
催

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
報
奨
金

特
定
空
家
に
代
執
行

瑞
陵
中
学
校
の
解
体

健
康
診
査
と
口
腔
検
診

歳入 その他の内訳

配当割交付金　　　　　　0.1％
株式等譲渡所得割交付金　0.2％
交通安全対策特別交付金　0.0％

ゴルフ場利用税交付金　　1.1％
自動車取得税交付金　　　0.3％
地方特例交付金　　　　　0.1％
利子割交付金　　　　　　0.1％

依　存　財　源
分担金及び負担金　　　　0.4％
財産収入　　　　　　　　2.5％
寄附金　　　　　　　　　0.4％

自　主　財　源

歳出
性質別

歳入
財源別

歳入総額
168億985万円
人口１人あたり
445,684円

歳出総額
158億6,566万円
人口１人あたり
420,650円

自主
財
源（
43.8%

）

依存
財
源（
56
.2
%）

義務的
経
費（
41.8％

）
投資的経費（17.5％）

そ
の
他
経
費（
40

.7％
）

市税
（29.5％）

人件費
（17.2％）

公債費
（10.0％）

扶助費
（14.6％）

普通建設事業費
（16.6％）

物件費
（17.1％）

繰出金
（8.2％）

その他
（8.9％）

地方交付税
（20.2％）

国庫支出金
（12.3％）

市債
（11.6％）

県支出金（5.3％）
地方消費税交付金（3.9％）

地方譲与税（1.0％）
その他（1.9％）

繰越金（5.3％）

諸収入（2.1％）災害復旧事業費（0.9％）

補助費等（5.8％）

維持補修費（0.7％）

繰入金（1.2％）
その他（3.3％）

使用料及び
手数料（2.4％）

人口　37,717人
（平成30年３月31日）
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９月 14 日、全議員が所属する予算決算委員会において、平
成 29 年度決算にかかる事業を評価した。議員一人一人が市民
目線に立ち、事業の目的、予算、執行内容、効率、必要性・方
向性など、各項目別に意見を出し合い、評価点を付け委員会で
評価を決定した。
これを受け、市議会として取りまとめた事業評価書を 10 月
12 日に市長へ提出した。

事業名（事業内容） 評価
（点） 評価に至った主な意見

1 移住定住促進奨励金交付事業
（移住定住世帯に奨励金を交付）

Ｂ
68.3

継続の必要性が高い事業であるが人口減に歯止めをかけ
るまでの事業にはなっていない。今後起きうる㈱エィ・
ダブリュ瑞浪による人口増は一時的なもので事業の成果
ではない。

2 防犯灯設置事業
（防犯灯の設置）

Ａ
84.7

設置達成度も高く順調である。必要に応じ、住民の意向
に沿うように設置されたい。設置後の維持管理費は地元
負担で行われるが、耐用年数を経過したものへの対応も、
将来的には検討していく必要がある。

3 家屋全棟調査事業
（市内の家屋数調査）

Ｂ
77.7

航空写真との整合でかなり多くの家の調査が必要であ
る。職員増も検討し、迅速な調査につなげてほしい。

4 妊婦健康診査助成事業
（妊婦の健康診査を助成）

Ａ
88.3

目標の達成度は良好であるが目標値を上げて更なる成果
を期待する。

5 ALT 派遣事業
（外国語を教える外国人講師派遣）

Ｂ
77.3

グローバル社会において、英語は今後益々必要不可欠で
ある。今後更なる改善が必要である。

6 旧陶中学校転用大規模改修事業
（旧陶中学校を改修し陶小学校に）

Ａ
85.7

将来さらなる統合が進んだ場合にはこの手法が再び使え
ると考える。
旧校舎を活用することで事業費を抑え、比較的新しい校
舎で学習できることは子どもたちにも好評のようであっ
た。

7 ごみ資源リサイクル推進経費
（リサイクル推進経費）

Ｂ
76.3

毎年の目標値が同じではリサイクルの推進に繋がらな
い。数値を上げる努力をしていくべき。各自治会での意
識を高めるために、売却代金を還元できる方法を取り入
れている自治体もある。検討したらどうか。

8 農畜産物加工品開発事業
（地元農産物加工品開発事業）

Ｃ
56.7

目標数値に対し実績が伴っていない。商品の PRが不足
しているのではないか。生産量の増加も含めてもっと向
上させるべき。

9 デマンド型交通運行事業
（予約型運行形態の交通手段事業）

Ｂ
61.3

稼働率が上がってきている。市民に周知されつつあり、
人によっては生活の一部となってきている。土日運用や
当日予約、乗降場所等課題もあるので市民の使いやすい
交通となるようにしてほしい。

10 水道：緊急時給水拠点確保事業費
（飲料水の安定供給のための事業）

Ａ
86.3

水道事業は、市民の生存権と公衆衛生の向上に責任を持
って行っている。その為、基盤強化は怠ってはならない。
事業費は高額で、利用料金の負担増が心配される。

10事業を「事業評価」

A拡充する（80以上）　B継続する（60～80未満）　C改善・効率化し継続（40～60未満）　D見直しの上縮小（20～40未満）　E廃止も視野に検討する（20未満）

評価書を市長に提出
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土
岐
町
〜

戸
町
間
で
、
幅
員
５
ｍ
・
全
長

２
９
４
ｍ
を
市
道
西
半
入
道
・
西
定
線
と
し
て
新
た
に

整
備
。

主
な
質
疑

　

既
設
道
路
が
な
い
場
所
で
の
土
地
買
収
は
ど
こ
が

行
い
、
地
権
者
に
対
す
る
説
明
会
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

市
が
土
地
買
収
を
行
い
工
事
は
国
交
省
が
行
う
。

工
事
車
両
に
つ
い
て
の
地
元
説
明
会
は
開
催
済
で
あ
り
、

地
権
者
に
対
し
て
は
丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

市
道
天
徳
・
本
郷
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、

市
道
天
徳
線
の
起
点
変
更
を
行
い
新
た
に
改
良
す
る
道

路
を
市
道
と
し
て
認
定
。

主
な
質
疑

　

地
元
の
人
の
利
用
度
が
高
い
道
路
で
あ
り
、
通
行

止
め
に
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
了
解
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

新
た
な
交
差
点
の
出
入
り
に
つ
い
て
利
用
者
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
か
。

　

通
行
止
め
す

る
と
い
う
周
知
が

出
来
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
今
年
度

再
び
地
元
説
明
会

を
行
い
、
代
替
え

道
路
と
し
て
県
道

に
出
る
道
路
を
改

良
す
る
こ
と
で
地

元
の
了
解
を
得
た
。

瑞
浪
恵
那
道
路
建
設
に
伴
う
新
た
な
市
道

市
道
の
起
点
を
変
更
し
改
良
工
事
を
行
う

　

防
火
対
象
物
の
重
大
な
消
防
法
令
違
反
を
公

表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
施
設
利
用
者
の
安
全
に
対
す

る
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
防
火
管
理
業
務
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
違
反
の
内
容
を
公
表
す
る
規
定
を
新

た
に
定
め
る
も
の
。

主
な
質
疑

　

防
火
対
象
物
の
重
大
な
消
防
法
令
違
反
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

　

対
象
施
設
に
お
け
る
、
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
自
動
火
災
報
知
機
設
備
の
未
設

置
が
対
象
で
あ
る
。

　

適
用
対
象
と
な
る
建
物
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

　

飲
食
店
、
百
貨
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
不
特
定

多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物
、
及
び
病
院
、
福
祉
施
設

な
ど
の
避
難
が
困
難
な
人
が
利
用
す
る
建
物
が
対
象
と

な
る
。

　

公
表
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　

公
表
内
容
は
、
防
火
対
象
物
の
名
称
と
住
所
、

及
び
公
表
の
対
象
と
な
る
違
反
で
あ
る
。

　

公
表
す
る
こ
と

で
違
反
の
抑
止
に
効

果
が
あ
る
か
。

　

公
表
の
目
的
は

抑
止
で
は
な
く
、
市

民
に
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
あ
り
、
防

火
管
理
者
へ
の
意
識

啓
発
や
指
導
を
行
っ

て
い
く
た
め
で
あ
る
。

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
に
お
い
て
、
代
替
保

育
に
限
り
小
規
模
保
育
所
、
事
業
所
内
保
育
所
を
連
携

施
設
に
す
る
。

　

ま
た
、
一
定
条
件
を
満
た
し
て
い
る
事
業
所
か
ら
の

給
食
の
外
部
搬
入
を
可
能
と
し
、
調
理
施
設
整
備
の
猶

予
を
５
年
か
ら
10
年
と
す
る
条
例
改
正
。

主
な
質
疑

　

現
在
市
内
に
あ
る
家
庭
的
保
育
事
業
所
で
は
、

給
食
調
理
を
外
部
委
託
し
て
い
る
の
か
。

　

現
在
市
内
に
あ
る
家
庭
的
保
育
事
業
所
は
１
ケ

所
だ
が
、
調
理
設
備
が
な
い
た
め
、
弁
当
を
持
参
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
へ
の
配
慮
等
が
で
き
る

と
認
め
る
基
準
は
ど
の
よ
う
か
。

　

実
際
に
保
育
所
等
へ
給
食
を
搬
入
し
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
が
で
き
て
い
る
実
績
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
許
可
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

本
市
に
は
小
規

模
保
育
所
が
必
要
で

あ
る
が
、
今
後
の
予

定
は
ど
の
よ
う
か
。

　

平
成
32
年
度
ま

で
に
１
ケ
所
増
設
す

る
計
画
を
策
定
し
、

今
回
は
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
募
集
し
た
。

今
後
の
計
画
は
地
域

の
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
策
定
し
て
い
く
。

家
庭
的
保
育
事
業
所
等
の
体
制
整
備

経
済
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

改良される新たな市道

屋内消火栓

市内の家庭的保育事業所
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樋田翔太（清流会）

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現

市
民
の
声
に
応
え
る
市
政

　

未
就
学
児
童
の
保
育
施
設

を
利
用
す
る
割
合
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
子
ど
も
を
預
け
る

件
数
は
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら

に
大
型
企
業
進
出
に
よ
る
人
口

増
や
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
よ

る
利
用
数
の
増
加
も
考
え
ら
れ

る
。
保
育
施
設
の
拡
充
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
急
な
病

気
な
ど
一
時
的
に
預
け
た
い
場

合
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　

保
育
施
設
の
利
用
割
合
を

平
成
25
年
と
30
年
で
比
較
す
る

と
、
３
歳
未
満
児
は
20
％
か
ら

25
％
に
、
３
歳
以
上
児
で
は
83

％
か
ら
90
％
に
増
加
し
て
い
る
。

今
年
の
４
月
の
入
園
で
は
、
み

ど
り
、
一
色
、
桔

の
３
園
で

抽
選
が
あ
り
、
第
２
第
３
希
望

の
園
に
入
園
と
な
っ
た
。
瑞
浪
、

明
世
地
区
の
未
満
児
増
か
ら
保

育
施
設
の
新
設
を
公
募
し
現
在

審
査
中
で
あ
る
。

　

一
時
預
か
り
で
も
需
要
が
増

加
し
て
お
り
、
委
託
先
を
増
や

し
対
応
し
て
い
る
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
域

懇
談
会
「
市
長
と
語
る
会
」
な

ど
を
通
し
て
市
民
の
方
か
ら
数

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
地
域
懇
談
会
で
は
市
か
ら

の
回
答
が
あ
る
が
、
各
種
団
体

と
の
語
る
会
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対

し
て
回
答
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
毎

年
１
０
０
０
人
に
無
作
為
抽
出

で
送
付
し
て
お
り
今
年
は

３
５
７
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

そ
の
う
ち
、
自
由
意
見
の
欄

に
書
か
れ
た
方
は
１
３
２
人
で

あ
っ
た
。
学
生
や
各
種
団
体
と

の
語
る
会
の
内
容
や
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

へ
の
回
答
を
検
討
す
る
。

樋田翔太（清流会）
・子育てしやすいまちの実現について
・市民の声の反映について

大久保京子（新政みずなみ）
・地域包括ケアシステムの深化・推進について
・市道や公園等の維持・管理について

小木曽光佐子（新政みずなみ）
・７月の豪雨災害について
・広域観光について
・太陽光発電システム補助制度について

榛葉利広（公明党）
・災害備蓄品と災害時の備えについて
・不育症について

柴田増三（新政みずなみ）
・市民生活の現状についてのアンケート調査報告
書から見える現状と第６次瑞浪市総合計画につ
いて

渡邉康弘（新政みずなみ）
・瑞浪北中学校スーパーエコスクールについて
・清流の国ぎふ健康ポイント事業について
舘林辰郎（日本共産党）
・リニア日吉トンネル新設工事における重金属を
含む発生土仮置き場計画について

・猛暑から市民を守る対策について
・医療制度改正における個人負担について
小川祐輝（新政みずなみ）
・周辺地域の医療体制の確保について
・小・中学校におけるエアコン整備の計画について
熊谷隆男（新政みずなみ）
・市政運営について
大島正弘（市民ファーム）
・広報みずなみの発行事業について
・瑞浪超深地層研究所における火災原因究明につ
いて

・美濃焼における「みずなみ焼」の地域ブランド
化について

市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求め
ます。
9月定例会では10人の議員が21の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

市長と語る会の様子
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大久保京子（新政みずなみ）

小木曽光佐子（新政みずなみ）

災
害
や
台
風
時
の
対
応
と
対
策
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
今
後
は

　

７
月
の
豪
雨
災
害
の
状
況

と
対
策
、
台
風
時
の
対
策
は
ど

の
よ
う
か
。

　

市
内
各
地
で
道
路
、
河
川

合
わ
せ
て
５
か
所
の
土
木
施
設

被
害
が
あ
っ
た
。
陶
町
大
川
の

市
道
滝
坂
・
十
三
塚
線
に
か
か

る
橋
が
崩
落
し
、
現
在
も
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道

路
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路

線
と
も
な
っ
て
お
り
、
県
砂
防

課
及
び
国
土
交
通
省
中
部
整
備

局
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
早

期
の
修
復
完
了
を
目
指
し
て
い

る
。

　

特
に
台
風
の
襲
来
時
に
は
緊

急
対
策
が
で
き
る
よ
う
、
市
内

建
設
業
協
会
や
管
工
事
組
合
、

多
治
見
砂
防
国
道
事
務
所
、
多

治
見
土
木
事
務
所
等
と
体
制
を

整
え
て
い
る
。
ま
た
人
的
被
害

の
軽
減
の
た
め
、
昨
年
被
害
の

あ
っ
た
猿
爪
川
に
は
危
機
管
理

型
水
位
計
を
設
置
し
た
。
年
度

内
に
一
級
河
川
の
８
か
所
に
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
制
度
が

今
年
度
で
終
了
と
な
る
。
新
た

な
制
度
と
し
て
蓄
電
池
等
へ
の

補
助
金
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　

今
後
、
既
存
の
太
陽
光
発

電
設
備
は
、
余
剰
電
力
の
売
電

か
ら
自
家
消
費
に
向
け
た
蓄
電

池
設
置
に
対
す
る
需
要
が
高
ま

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
太
陽
光
発
電
だ
け
で
な

く
、エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
（
燃
料
電
池
）

等
の
発
電
設
備
は
、
災
害
等
に

よ
る
停
電
時
に
効
果
が
高
く
、

一
定
の
需
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
設
備
導
入
に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
新
た
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
家
消
費
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
し
、

平
成
31
年
度
を
目
標
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
委
託

高
齢
化
で
里
親
制
度
の
継
続
危
機

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
北
部
と
南
部
の
２
ヶ
所
に

委
託
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

設
置
時
期
や
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か
。

　

委
託
時
期
は
平
成
31
年
10

月
を
予
定
し
て
い
る
。
委
託
先
は

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
事
業
者
を
決
定
す
る
。
今
年

中
に
募
集
を
開
始
し
、
来
年
２
月

に
事
業
者
の
選
考
を
す
る
。
そ
の

後
、
運
営
協
議
会
に
諮
り
委
託
事

業
者
を
決
定
し
年
度
内
に
委
託

契
約
を
締
結
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
委
託
す
る
こ
と
で
、
総
合

相
談
窓
口
が
整
備
さ
れ
支
援
体

制
が
強
化
さ
れ
る
た
め
、
現
在
開

設
し
て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
２
ヶ
所
に
つ
い
て
は
、
来

年
９
月
末
で
廃
止
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

市
道
や
公
園
等
の
維
持
管

理
を
さ
れ
る
里
親
の
団
体
は
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
辞
め
ら
れ

る
団
体
が
多
い
と
聞
く
が
里
親

制
度
を
ど
う
継
続
し
て
い
く
の

か
。

　

維
持
管
理
に
は
、
市
民
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

多
く
の
方
々
が
新
た
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
広
報
み
ず
な
み

や
個
別
説
明
に
よ
る
お
願
い
を

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
沿
道
や
公
園
近
辺
の

企
業
の
参
加
を
促
進
す
る
た
め

企
業
名
を
掲
示
し
た
看
板
の
設

置
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
里
親
に
貸
し
出
す
草

刈
り
機
等
の
資
機
材
の
充
実
、

防
草
対
策
に
よ
る
維
持
管
理
の

負
担
の
軽
減
に
よ
り
、
活
動
し

や
す
い
環
境
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

一般
分電盤

自立用
分電盤

①～④の順番で電力を使用

①燃料電池

風呂

照明 エアコン

テレビ 冷蔵庫

③蓄電池

④電力会社②太陽電池

非常時使用可能な部屋

再生可能エネルギー利用のシステム

地域包括支援センター
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

 

見
え
る
本
市
の
現
状

第
６
次
総
合
計
画

 

後
期
基
本
計
画
の
施
策

　

調
査
報
告
書
か
ら
見
え
る

本
市
の
現
状
と
、
優
先
的
ま
た

は
積
極
的
に
取
り
組
む
課
題
は

ど
の
よ
う
か
。

　

平
成
29
年
度
と
比
較
す
る

と
、「
住
み
よ
さ
指
標
」「
定
住

指
標
」「
市
の
現
状
に
お
け
る
満

足
度
」
は
少
し
ず
つ
だ
が
ど
れ

も
増
え
て
い
る
。
平
成
26
年
度

に
策
定
し
た
第
６
次
瑞
浪
市
総

合
計
画
を
前
期
５
年
間
で
見
る

と
、
市
民
は
市
政
に
対
し
概
ね

満
足
し
て
い
る
。
健
康
福
祉
分

野
で
は
評
価
が
高
い
反
面
、
公

共
交
通
、
観
光
振
興
で
は
３
割

程
度
の
評
価
で
あ
る
。
市
民
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
市
民
が

重
要
と
思
う
割
合
が
高
く
、
市

民
の
指
標
評
価
が
低
い
施
策
に

政
策
優
先
順
位
が
高
い
と
判
断

し
、
積
極
的
に
見
直
し
改
善
に

努
め
た
い
。

　

後
期
基
本
計
画
へ
の
反
映

は
ど
の
よ
う
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
各
施
策
の
指
標
の
推
移
を

確
認
し
、
施
策
・
事
業
の
見
直

し
を
図
る
。
移
住
定
住
政
策
な

ど
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活

性
化
に
資
す
る
地
方
創
生
の
更

な
る
取
り
組
み
や
Ｊ
Ｒ
瑞
浪
駅

周
辺
再
開
発
、
道
の
駅
整
備
、

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

　

公
共
交
通
施
策
で
は
、
買
い

物
弱
者
、
高
齢
者
福
祉
の
観
点

も
含
め
た
持
続
可
能
な
公
共
交

通
体
系
の
構
築
な
ど
、
市
民
ニ

ー
ズ
の
高
い
施
策
や
社
会
情
勢

の
変
化
を
捉
え
た
施
策
を
計
画

に
反
映
さ
せ
る
。

災
害
時
の
備
え
を
万
全
に

不
育
症
に
関
す
る
周
知
啓
発
を

　

災
害
等
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
時

に
活
用
で
き
る
飲
料
水
や
緊
急

用
ト
イ
レ
が
内
蔵
さ
れ
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
チ
ェ
ア
を
市
の
施
設

に
設
置
で
き
な
い
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
お

い
て
は
、
大
阪
府
北
部
地
震
と

同
等
の
震
度
６
弱
が
想
定
さ
れ

て
お
り
、
市
の
施
設
に
お
い
て

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
へ
の
閉
じ

込
め
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

現
在
市
に
は
、
９
施
設
に
合

計
11
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
し
て
あ
る
。
万
が
一
閉
じ
込

め
が
発
生
し
た
場
合
の
対
策
と

し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
チ
ェ
ア

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

　

妊
娠
は
す
る
が
育
た
な
い

病
気
で
、
治
療
を
す
れ
ば
出
産

で
き
る
可
能
性
の
高
い
不
育
症

に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
が
必
要
だ
が
、
相
談
窓

口
を
充
実
さ
せ
周
知
啓
発
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

不
育
症
を
疑
う
方
が
必
要

な
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

県
で
は
、
各
務
原
市
に
あ
る

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
内
に
「
不

妊
相
談
セ
ン
タ
ー　

れ
ん
げ
相

談
」
を
設
置
し
、
不
育
症
に
つ

い
て
も
医
師
や
助
産
師
な
ど
の

専
門
職
が
相
談
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　

市
と
し
て
も
、
窓
口
で
の
相

談
対
応
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

方
に
不
育
症
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
提
供
を
よ
り
一
層
行
う

こ
と
で
、
不
育
症
に
関
す
る
悩

み
や
精
神
的
な
不
安
を
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

榛葉利広（公明党）

柴田増三（新政みずなみ）

デマンド型交通の運用

緊急時に使えるエレベーターチェア
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ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を

 

活
用
し
た
環
境
教
育

特
色
の
あ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
に

　

環
境
教
育
を
重
視
し
た
ス

ー
パ
ー
エ
コ
ス
ク
ー
ル
を
市
内

公
立
小
中
学
校
や
地
域
に
も
活

用
で
き
な
い
か
。

　

瑞
浪
北
中
学
校
の
生
徒
の

た
め
の
環
境
教
育
だ
け
で
な
く
、

他
校
の
児
童
生
徒
や
保
護
者
、

地
域
の
方
に
も
環
境
を
学
ぶ
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
と
な
る
。

　

地
域
と
共
に
歩
む
学
校
を
目

指
し
、
市
民
の
皆
様
に
も
開
放

し
て
い
き
、
要
望
が
あ
れ
ば
学

校
を
見
学
す
る
機
会
も
つ
く
る
。

多
く
の
方
に
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ス

ク
ー
ル
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
情

報
発
信
で
き
る
体
制
も
整
え
て

い
く
。

　

清
流
の
国
ぎ
ふ
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
で
本
市
独
自
の
メ
ニ

ュ
ー
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

緩
和
ケ
ア
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
の
健
康
に
関
す
る
事

業
も
、
市
民
の
自
主
的
な
健
康

づ
く
り
を
促
進
す
る
意
味
で
本

市
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

各
種
が
ん
検
診
や
職
場
健

診
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
必
須

メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
健
康
ま
つ

り
や
健
康
講
演
会
、
介
護
予
防

教
室
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
等
が
開
催
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
等
を
本
市
独
自
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
指
定
し
て
い

る
。

　

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
指
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

リ
ニ
ア
発
生
土
の
仮
置
き
場

 

市
有
地
を
賃
貸
借
契
約

医
療
費
個
人
負
担
は

 

国
保
・
高
齢
者
と
も
下
が
っ
た

　

リ
ニ
ア
日
吉
坑
口
工
事
で
、

フ
ッ
素
・
ヒ
素
を
含
む
発
生
土

が
出
て
い
る
。
８
月
21
日
市
議

会
に
対
し
、
最
終
処
分
ま
で
の

仮
置
き
場
を
本
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
横
の
市
有
地
に
作
る
計

画
の
説
明
が
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
あ
っ

た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
付
近

に
は
、
国
内
最
大
の
ウ
ラ
ン
鉱

脈
と
、
水
に
ふ
れ
る
と
酸
性
水

が
出
る
美
濃
帯
も
分
布
す
る
。

議
会
で
フ
ッ
素
・
ヒ
素
の
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
た
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
か
っ
た
。
仮
置
き
場

設
置
に
対
し
て
本
市
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
き
た
か
。

　

重
金
属
を
含
む
発
生
土
は
、

平
成
28
年
10
月
の
Ｊ
Ｒ
に
よ
る

説
明
会
の
時
点
で
既
に
想
定
さ

れ
て
い
た
。
平
成
29
年
６
月
に
Ｊ

Ｒ
か
ら
仮
置
き
場
の
相
談
が
あ

り
、
県
の
指
導
や
専
門
家
等
に
よ

る
検
討
を
依
頼
し
、
本
年
６
月
に

計
画
が
示
さ
れ
妥
当
で
あ
る
と

判
断
し
た
。
発
生
土
は
産
業
廃
棄

物
で
は
な
い
が
、
法
令
な
ど
に
基

づ
き
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

住
民

の
皆
様

の
理
解

が
得
ら

れ
た
後
、

賃
貸
借

契
約
に

入
る
。

　

医
療
制
度
の
改
正
で
、
個

人
負
担
は
ど
の
よ
う
か
。

　

本
市
に
お
け
る
今
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
は
、
１
人
当
た
り

８
９
，９
９
９
円
で
、
前
年
度
よ
り

５
，０
６
５
円
下
が
っ
た
。
均
等
割

に
つ
い
て
は
一
人
当
た
り
４
，

８
０
０
円
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
の
い
る
世
帯
は
増
額
に
な

っ
た
。
国
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
減
額
措
置
に
つ
い
て
引
き
続
き

議
論
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
前
年

よ
り
均
等
割
が
１
，４
７
６
円
、
所

得
割
が
０
・
８
％
下
が
り
、
高
額
療

養
自
己
負
担
は
上
が
っ
た
。

渡邉康弘（新政みずなみ）

舘林辰郎（日本共産党）

健康ポイント事業『ミナモカード』

土岐町の仮置き場予定地
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市
政
運
営

 

本
市
の
今
後
取
組
む
べ
き
課
題

次
期
市
長
選
挙

 

出
馬
表
明
と
多
選
批
判
へ
の
見
解

　

本
市
に
お
い
て
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

　

最
重
要
課
題
は
、
人
口
減

少
対
策
で
あ
り
高
齢
化
対
策
と

併
せ
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。

人
口
減
少
が
起
因
と
な
り
日
常

の
買
い
物
や
医
療
な
ど
生
活
関

連
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難
に

な
る
一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
り

医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
は
増
大

し
、
ま
た
公
共
交
通
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
医
療
で
は
、
医
療
機
関

の
整
備
、
医
師
の
確
保
、
救
急

医
療
体
制
、
地
域
の
診
療
所
な

ど
、
市
単
独
以
外
に
広
域
連
携
・

官
民
連
携
で
こ
の
地
域
の
安
定

的
な
医
療
を
確
保
し
て
い
く
。

　

公
共
交
通
で
は
、
更
な
る
利

便
性
の
向
上
に
は
、
今
後
よ
り

一
層
の
対
策
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

　

次
期
市
長
選
挙
へ
の
出
馬

表
明
お
よ
び
首
長
の
多
選
批
判

に
対
す
る
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応

を
初
め
、
新
丸
山
ダ
ム
、
リ
ニ
ア
、

瑞
浪
恵
那
道
路
な
ど
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
課
題
や

瑞
浪
駅
周
辺
の
活
性
化
、
地
域

医
療
の
確
保
の
問
題
な
ど
難
し

い
課
題
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
引
き

続
き
市
政
を
担
う
べ
く
次
期
市

長
選
に
お
い
て
立
候
補
を
決
意

し
た
。

　

多
選
批
判
に
つ
い
て
は
、
私

自
身
の
健
康
・
気
力
・
体
力
に

問
題
は
無
く
意
欲
も
十
分
に
あ

る
し
、
性
格
上
、
独
善
的
・
専

制
的
に
は
な
ら
な
い
。
組
織
も

適
材
適
所
に
留
意
し
、
市
民
、

議
会
、
職
員
、
み
ん
な
で
考
え

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の

 

早
期
整
備
を

周
辺
地
域
の
医
療
体
制
の
確
保

　

例
年
の
2
倍
以
上
の
猛
暑

日
が
続
き
児
童
や
保
護
者
か
ら

の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、

暑
さ
対
策
や
学
習
環
境
向
上
の

た
め
に
エ
ア
コ
ン
の
早
期
整
備

が
必
要
だ
と
思
う
が
本
市
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

　

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

の
整
備
に
つ
い
て
は
瑞
浪
北
中

学
校
建
設
後
、
順
次
計
画
的
に

整
備
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

今
年
の
猛
暑
を
受
け
、
一
刻
も

早
く
全
て
の
学
校
に
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
速

や
か
に
設
計
業
務
に
着
手
す
る

と
同
時
に
設
置
工
事
に
か
か
る

新
年
度
予
算
に
織
り
込
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。
急
激
な
需
要

の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
が
、
臨

機
応
変
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
可
能
な
限
り
一
斉
に
整
備

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

　

将
来
的
に
医
療
機
関
が
な

く
な
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
が

あ
る
中
、
医
療
体
制
を
確
保
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　

地
域
に
お
け
る
医
療
体
制

の
確
保
は
大
変
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
市
の

公
的
病
院
で
あ
る
東
濃
厚
生
病

院
に
対
し
、
医
師
の
確
保
や
周

辺
地
域
に
お
け
る
医
療
機
関
の

存
続
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い

し
て
き
た
。
現
在
、
東
濃
厚
生

病
院
で
は
地
域
を
支
え
る
医
療

を
提
供
す
る
た
め
、
来
年
度
の

夏
以
降
を
目
途
に
周
辺
地
域
に

お
け
る
巡
回
診
療
を
実
施
す
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
と
し
て
も
地
域
医
療
を
守
る

た
め
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

小川祐輝（新政みずなみ）

熊谷隆男（新政みずなみ）

瑞浪市役所

エアコン整備（イメージ）
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「
広
報
み
ず
な
み
」
配
布
負
担
軽
減

火
災
原
因
の
特
定
は
で
き
ず

　

県
内
各
市
に
お
け
る
広
報
の

発
行
回
数
は
ど
の
よ
う
で
、
月
一

回
の
発
行
に
し
た
場
合
の
経
費
は

ど
れ
程
削
減
で
き
る
か
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
広
報
等
を
配
布
す
る
関
係

者
に
対
す
る
配
慮
は
ど
の
よ
う
か
。

　

県
内
21
市
中
、
月
２
回
発
行

は
本
市
を
含
め
６
市
の
み
で
あ
り
、

そ
の
他
の
15
市
は
月
１
回
の
発
行

で
あ
り
、
係
る
経
費
に
つ
い
て
は

年
間
約
２
５
０
万
円
の
削
減
が
見

込
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
広
報
の
配
布
に
つ
い
て

は
、
区
長
を
は
じ
め
自
治
会
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
き
配

布
を
し
て
お
り
、
負
担
軽
減
の
配

慮
と
し
て
、
各
種
文
書
に
つ
い
て

は
各
戸
配
布
で
は
な
く
、
回
覧
と

し
て
依
頼
し
、
可
能
な
限
り
「
広

報
み
ず
な
み
」
に
掲
載
を
行
い
、

各
自
治
会
の
役
員
に
対
す
る
負
担

軽
減
に
配
慮
し
、
改
善
に
努
め
る
。

　

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
の

深
度
２
０
０
ｍ
で
発
生
し
た
火
災

の
際
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
見
、

消
火
さ
れ
、
瑞
浪
市
消
防
本
部
の

出
動
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
焼
失
面
積
、
消
火
後
の

原
因
調
査
は
ど
の
よ
う
に
し
て

行
わ
れ
、
原
因
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
た
か
。

　

消
防
本
部
が
通
報
を
受
け

出
動
し
た
の
は
火
災
が
鎮
火
し
た

後
で
あ
り
、
地
上
の
作
業
員
２
名

が
現
場
へ
向
か
い
出
火
箇
所
付
近

に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
槽
か
ら
水

バ
ケ
ツ
で
消
火
活
動
を
実
施
し

た
。
当
時
地
下
坑
内
に
い
た
８
名

は
、
全
員
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
避
難

を
し
た
と
報
告
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
焼
損
面
積
は
幅
１
ｍ
高

さ
２
ｍ
で
あ
り
、
原
因
調
査
は
県

警
本
部
科
学
捜
査
研
究
所
が
中
心

と
な
り
、現
場
で
調
査
を
行
っ
た
。

火
災
原
因
と
し
て
調
査
検
討
し
た

結
果
、
電
気
と
溶
断
作
業
の
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
直

接
的
な
証
拠
が
得
ら
れ
ず
、
原
因

の
特
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今

後
は
、
防
火
管
理
の
徹
底
及
び
設

備
の
適
切
な
運
用
と
維
持
管
理
に

努
め
る
よ
う
指
導
し
た
。

大島正弘（市民ファーム）

議会運営委員会行政視察
滋
賀
県
米
原
市
（
６
月
28
日
）

　

米
原
市
は
人
口
３
８
，７
０
０
人
、
本
市
と
ほ
ぼ
同
人
数
の
市
で
あ

る
が
、
知
名
度
は
本
市
と
比
較
し
て
全
国
的
に
高
い
都
市
で
あ
る
。

　

米
原
市
は
、
議
会
基
本
条
例
を
平
成
26
年
２
月
に
制
定
し
て
い
る
。

本
市
の
平
成
26
年
９
月
制
定
よ
り
半
年
ほ
ど
早
い
の
で
、
そ
の
条
例
の

評
価
検
証
の
手
法
を
学
ん
だ
。

　

◎
米
原
市
議
会
は
、
検
証
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
大
学

教
授
）
等
か
ら
の
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
約
１
ヶ
年
も
の
期
間
を

か
け
検
証
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
長
期
的
な
計
画
を
立
て
議
会
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

瑞
浪
市
議
会
が
議
会
基
本
条
例
に
対
し
て
忠
実
か
ど
う
か
再
検
証
の
必
要

性
を
感
じ
た
。

京
都
府
福
知
山
市
（
６
月
29
日
）

　

福
知
山
市
は
人
口
７
９
，
０
０
０
人
、
本
市
に
も
関
係
が
深
い
明
智

光
秀
が
築
城
し
た
福
智
山
城
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
都
市
で
あ
る
。

　

福
知
山
市
議
会
は
、
議
会
の
活
性
化
と
議
会
改
革
に
つ
い
て
は
本
市

よ
り
先
進
事
例
が
多
く
、
関
心
を
持
っ
て
学
ん
だ
。

　

◎
本
市
議
会
に
お
い
て
参
考
に
す
べ
き
事
例

・
議
会
役
員
選
挙
の
際
、
立
候
補
者

の
所
信
表
明
演
説
を
実
施

・
市
長
に
対
し
政
策
提
言
書
を
提
出

・
委
員
会
、
会
派
等
の
行
政
視
察
報

告
会
を
実
施

・
議
員
定
数
に
つ
い
て
市
民
意
見
交

換
会
を
実
施

瑞
浪
市
議
会
で
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
非
常
に
驚
く
と
同
時
に
参
考
に
な

っ
た
。

 

議
会
運
営
委
員
会　

委
員
長　
　

柴 

田 

増 

三

深度200ｍ坑内での火災

福知山市役所
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行政視察の受け入れ状況
視　察　日 視　　　察　　　者 視　察　の　主　な　内　容

平成30年 8 月22日 北海道剣
けんぶちちょう

淵町議会（全議員）
・農業振興、農業による高齢者福祉対策、雇用の創

出及び観光拠点としての農産物直売所について

平成30年10月29日 福岡県嘉
か ま し

麻市議会（議会運営委員会）
・委員会の複数所属について

・議会基本条例について

・議会のインターネット中継について

市議会は ICT 化を進めることにより、議会活動における情
報の検索・収集やペーパーレス化を図るなど、効率的で効果的
な議会運営が行なえるよう、タブレット端末等の使用について、
先進市へ視察を行ってきた。その後、昨年の 12月定例会から
個人のタブレット端末等の議場等への持ち込みを可能とし、本
年９月定例会からは全議員分のタブレット端末を購入し、貸与
という形で運用している。現在、資料等書類への書き込み機能
や議会スケジュール確認、各種連絡機能も追加され、効率的、
効果的な議会運営を開始している。

これまで議会のインターネット映像の閲覧はパソコンのみ可能であったが、12 月定例会よ
りスマホ・タブレットからでも閲覧が可能となります。
市民の皆さま、是非ご覧ください。

タブレット端末等の貸与

スマホ・タブレットから閲覧可能

委員会の様子

議会のICT化

平成 30年12月定例会から下記の画像で検索が出来るようになります。

（イメージ画像）
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7/31 第1回議会報告会 開催結果
市議会は７月 31日（火）に山田町の「新山田区民会館」、和合町の「和合公民館」、陶町の「水

上公民館」の３会場において議会報告会を開催し、86名の方に参加いただきました。
報告会は二部構成で行われ、第一部では３月と６月の提出議案の概要と委員会審議の内容の一

部を報告しました。その後、第二部では参加者との「意見交換」を行いましたので、その中での
主な声を掲載しました。詳細については、議会ホームページをご覧ください。

超深地層研究所の縦穴を単に埋め戻してはもったいない。何か活用は考えられないか。
答利用するには中に空気を送らなければならず費用が掛かる。市長が埋め戻すことを決定し、議会も同
様の考えである。
埋め戻すことで減る収入はどれほどか。
答電源立地交付金として毎年５億円、使い道はごみ焼却の燃料代や一部の職員人件費など。3年前に埋
め戻すことを県を含め承認、いっこうに埋め戻し計画が発表されないことから議会が全会一致で意見書
を提出した。
東京オリンピックで瑞浪の陶器は使ってもらえないか。
答８月３日から市長は東京へ、陶器、ボーノポークなどの PRに行っている。
きなぁた瑞浪の収益力向上は消費者にどう影響するか、道の駅との共存はできるか。
答食肉の加工製品など、付加価値の高い商品を販売する。道の駅については場所の選定はされたが、事
業主体など詳しいことは今後検討される。
明世小学校への通学路について。通学路の草が伸びていて危険である。明世小学校の入り口の道が大変
危険である。代替えの道路ができないか。安心安全な道路ではない。通学路も検討が必要である。
答代替え道路は現実的に無理があるため、現道の安全性を確保していく。
㈱エィ・ダブリュ瑞浪が出来ることで交通量が多くなる。通学路の安全性が確保できないのではないか。
今後は子どもの数も増えていくので、統合後の通学手段についても検討が必要である。
答７時 30分から８時 30分は生活道路通行を避け、会社入口は左折入場を会社を通じ従業員に徹底い
ただくよう聞いている。
交替勤務により交通量分散効果もあるかと思う。駅北から通勤バス利用者も多くある。
広報無線が聞き取りにくい。外では何を言われているかわからない。17時の子どもの声はよく聞こえる。
答防災ラジオ、絆メール、ホームページ等収集の手段はある。特に絆メールは有効である。子どもの声
のように通る声での広報が必要と考えられるので、今後提案していく。
通学路のブロック塀の問題はどうなっているか。
答ブロック塀撤去に係る補助が９月議会に提案される予定である。
県道瑞浪・大野瀬線に防犯灯を設置してほしい。
答県道なので難しいが、粘り強く要望していく。

＊意見交換等でいただいた貴重な声は、今後の議会活動に活かして参ります。

意見交換での主な声

新山田区民会館 和合公民館 水上公民館

瑞浪市ホームページ▶瑞浪市議会▶議会報告会
http://www.city.mizunami.lg.jp/

瑞浪市 検 索
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
市
内
小
・
中
学
校
や

地
域
で
運
動
会
が
開
催
。
な
か
で
も
日
吉
、

戸
、
瑞
陵
中
学
校
で
は
瑞
浪
北
中
学
校

へ
の
統
合
を
ひ
か
え
、
最
後
の
運
動
会
を

地
域
の
方
々
も
参
加
い
た
だ
き
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
。

ま
た
今
年
は
、
酷
暑
の
影
響
か
ら
午
前

中
で
す
べ
て
が
終
了
す
る
運
動
会
と
な
り
、

開
催
時
期
な
ど
今
後
配
慮
す
る
必
要
性
が

出
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
安
全

に
十
分
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

今
年
度
の
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
の
編
集
も

３
回
目
。
予
算
決
算
委
員
会
の
設
置
の
影

響
も
あ
る
が
、
各
委
員
会
の
内
容
が
薄
く

委
員
会
審
議
の
原
稿
に
苦
慮
さ
れ
た
委
員

長
さ
ん
が
多
か
っ
た
。
諸
事
情
も
あ
る
と

思
う
が
、
条
例
な
ど
の
改
廃
や
制
定
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
は
”仕
事
“
が
進
ん

で
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
か
、

議
会
と
し
て
も
更
に
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発

揮
し
て
い
き
た
い
。

　
議
会
広
報
広
聴
委
員

 

榛　
葉　
利　
広

◆
会
期

　

11
月
27
日（
火
）〜
12
月
21
日（
金
）

◆
市
政
一
般
質
問

　

12
月
10
日（
月
）
９
時
〜

　

12
月
11
日（
火
）
９
時
〜

12
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

議決結果一覧・編集後記

９月定例会議決結果一覧（全会一致）
案　件 議案番号 議　　　案　　　名 付託先 採決結果

承認案件 承第７号 専決処分の承認について（平成 30 年度専第 9号　平成 30 年度瑞浪市一般会計補
正予算（第 4号）） 省 略 承認

条例案件
議第 54 号 瑞浪市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について 民生文教 可決

議第 55 号 瑞浪市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 総 務 可決

その他の
案　　件

議第 56 号 市道路線の認定について【西半入道・西定線】 経済建設 可決

議第 57 号 市道路線の廃止について【天徳線】 経済建設 可決

議第 58 号 市道路線の認定について【天徳線】 経済建設 可決

議第 59 号 市道路線の認定について【中入洞 1号線】 経済建設 可決

議第 60 号 市道路線の認定について【中入洞 2号線】 経済建設 可決

議第 61 号 市道路線の認定について【中入洞 3号線】 経済建設 可決

議第 62 号 市道路線の認定について【中入洞 4号線】 経済建設 可決

議第 63 号 市道路線の認定について【中入洞 5号線】 経済建設 可決

人事案件
議第 64 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて【小木曽曉美氏】 省 略 可決

議第 65 号 瑞浪市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて【可児恵太氏】 省 略 同意

予算案件
議第 66 号 平成 30 年度瑞浪市一般会計補正予算（第 5号） 予算決算 可決

議第 67 号 平成 30 年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第 1号） 予算決算 可決

認定案件

認第 1号 平成 29 年度瑞浪市一般会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 2号 平成 29 年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 3号 平成 29 年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 4号 平成 29 年度瑞浪市介護保険事業特別会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 5号 平成 29 年度瑞浪市介護サービス事業特別会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 6号 平成 29 年度瑞浪市駐車場事業特別会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 7号 平成 29 年度瑞浪市下水道事業会計決算の認定について 予算決算 認定

認第 8号 平成 29 年度瑞浪市水道事業会計決算の認定について 予算決算 認定

意 見 書 発議第３号 小・中学校における空調設備の設置促進に向けた財政支援の拡充を求める意見書
の提出について 省 略 可決

※ 議第 56 号から議第 65 号は内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。
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